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本社営業部門（群桐産業） 

●事業者及び代表者名 

株式会社 群桐産業 

代表取締役 濱屋 博 

 

●所在地 

 〒379-2301 

 群馬県太田市藪塚町 3201 

 

●事業内容 

 産業廃棄物収集運搬及び処分 

 

 

●事業規模等 

 設 立：1984 年 11 月 28 日 

 資本金：6,000 万円 

 売上高：21 億 1,300 万円（2012 年度） 

 社員数：70 名 

 

●施設概要 

 面  積：6,000 ㎡ 

 主要設備：焼却施設 

      油水分離施設 

      ボイラー 

駐車場：5,180 ㎡、大型車両約 60 台駐車可 

 

●環境統括責任者・環境管理責任者及び担当者（共通） 

    環境総括責任者：群桐グループ         会長 山口 茂 

 環境管理責任者：株式会社 エコロジスタ 代表取締役 山口 博 

 

株式会社 エコロジスタ       長竹 宏一 

連絡先：TEL / 0277-78-2479 FAX / 0277-78-5084 

            E-mail / info@grr.co.jp 

 

●報告対象期間 

 2012 年 6 月 1 日～2013 年 5 月 31 日 

 

施設管理部門（エコロジスタ） 

●事業者及び代表者名 

株式会社 エコロジスタ 

代表取締役 山口 博 

 

●所在地 

 〒370-0351 

 群馬県太田市新田大町 600 番 26 

 

●事業内容 

 廃棄物の焼却溶融処理及び人工砂販売事業 

 廃油の油水分離処理及び再生重油販売事業 

 

●事業規模等 

 設 立：2007 年 5 月 1 日 

 資本金：2,000 万円 

 売上高：18 億 1,500 万円（2012 年度） 

 社員数：52 名 

 

●施設概要 

 面  積：23,438.83 ㎡ 

主要設備：焼却溶融施設 

     油水分離施設 

     各種廃棄物受入保管施設 

     スラグ加工設備 他  

環境部（ISO事務局）：株式会社 群桐産業         猪狩 雅也 

 

ISO 14001 認証取得 

群 桐 グループ  会 社 概 要  



 

 

 

 

基本理念 

当社は、全ての事業活動において、私たちが出来る事は、人類が生きていくための環境を守り整えることで

あることを深く認識し、地域・顧客・パートナーとの信頼関係を深め、環境と経済の共存を図りながら地球に

やさしい環境を考える企業として産業の発展に寄与します。 

 

 

基本方針 

当社は、産業廃棄物（特別管理含む）の収集運搬及び中間処理、廃油の再生処理を主な業務としているこ

とを踏まえ、以下の方針に基づき環境管理を行います。 

 

事業活動、製品及びサービスが環境に与える影響を的確に把握し、同時にこれらが係わる環境関連の法律、

規制、協定の要求事項を明確にし、全社及び各部門毎に環境目的・目標・管理計画を定め、全員で取り組

み、環境保全活動の継続的な改善及び質の向上に努めます。 

 

事業活動、製品及びサービスに係わる環境関連の法律、規制、協定を遵守し、さらに地域社会との協調に

より一層の環境リスクマネジメントに取り組みます。 

また、お客様や関係業者、地域社会や国との良好なコミュニケーションのため、積極的な情報開示に取り組

みます。 

 

環境保全と汚染防止の重要性を認識し、事業活動、製品及びサービスに係わる環境影響のうち以下の項

目を環境管理の重点テーマとして、環境汚染の防止に取り組みます。 

 

循環型社会に適合した廃棄物の回収及び再生処理により 

(1) 資源保護・再使用・再利用に配慮した製品を提供します。（省資源） 

 環境型社会を目指す事業活動として 

(2)エネルギーの効率的利用をします。（省エネ） 

(3)廃棄物の削減と適正処理とともに 100％リサイクルの達成を目指します。 

(4)環境影響の大きい廃棄物の焼却について、二次的な環境汚染を防ぎ、設備の適正管理を行います。 

 

定期的に内部環境監査を実施し、環境マネジメントシステムの見直しと自主管理の維持・向上に努めます。 

環境教育、社内広報活動などを実施し全社員の環境方針の理解を図るとともに、協力企業構成員にも伝達

し、環境に関する意識向上を図ります。 

 

この環境方針は、一般に公表します。                

    

 

3 

2011年 4月 1日 

株式会社 群桐産業 

株式会社 エコロジスタ 

環境総括責任者 山口 茂 

環 境 方 針  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 当社の環境組織図は上図のようになっています。 

 群桐グループの会長を環境総括責任者とし、㈱エコロジスタの社長を管理責任者としています。また、

各課の責任者は内部監査員として EMS（環境マネジメンシステム）事務局と共にチームを編成し、年 1

回の内部監査を実施しています。 

 EMS 事務局は、環境保全管理部が主幹しており、環境管理責任者と共に環境活動における重要な役割

を果たしています。 

 環境管理責任者は、主に法律関係や環境目的・目標・プログラム等に関わる業務の管理並びにその他

業務の管理及び承認を行います。 

 環境総括責任者は、各種重要項目の承認並びに環境管理計画の見直しによる是正・改善を、環境活動

が継続的に適切かつ効果的に運用されるよう環境管理責任者に指示します。 
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環 境 組 織 図  

環境関連機能組織図
（2013年5月1日現在：改訂9版 ）

営業課

前処理係

焼却ﾌﾟﾗﾝﾄ係

焼却課 医療係

水　係

汚泥係

再生課 油　係

配送係

㈱エコロジスタ 焼却溶融リサイクル部 維持管理課

資源課

　　　　　　　　　　　　

オイルリサイクル部

総務部

環境部・分析室

総務経理部 　　　事務課

環境保全管理部 ＥＭＳ事務局

・再生重油の配送

・搬入された廃棄物の焼却溶融処理（溶融スラグ
化：再資源化）

内部環境監査
チーム

・搬入された廃油を油水分離処理（再生燃料油化：再資源化）

・社内/社外出納業務
・マニフェスト伝票管理

・廃棄物及び製品（再資源化物）の性状分析・記録管理
・各種環境測定業務（社外依頼・行政報告・記録管理）

・社内/社外出納業務
・マニュフェスト管理

・ＩＳＯ14001事務局

・労働安全衛生管理全般

・社内/社外利害関係者からの環境情報の窓口

・車両の管理

営業本部

・新規顧客の獲得（回収先、再生重油販売先）

・補助燃料作成ほか

・回収された処理物の焼却処分（廃油、廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ、感染性廃棄物）

・感染性廃棄物の収集運搬

・含水性の廃油の回収・分離槽清掃、廃液処理

・汚泥の回収・分離槽清掃、廃液処理

・鉱物性の廃油の回収
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労 働 環 境 の向 上  

 

人権の尊重 

 群桐グループでは、就業規則に「セクシャルハラス

メントの禁止」の項目があり、その条項および措置

に対しても細かく定められています。また、他にも社

員一人ひとりの人権を尊重した規定が存在し、安心

して職務に励むことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

育児支援 

 群桐グループでは社員は圧倒的に男性が多く、比

率が偏っているためあまり使われませんが、育児休

業もあります。最長は 1 年で、現在は㈱エコロジスタ

の女性社員 1 名がこの制度を使っており、復職も比

較的スムースです。また、子供の看護休暇もあり、

これは小学校就学の始期に達するまでの子供の負

傷・疾病時の世話、予防接種や健康診断の付き添

い等で有給休暇とは別に取得することができます。 

 

再雇用制度 

 群桐グループでは、定年退職者の継続雇用を

行っています。再雇用期間は最長 65 歳までとして、

一定の基準をクリアした健康な社員は希望者全員

が就労できる制度がございます。これは退職した社

員が会社で培った知識や経験・スキルを即戦力とし

て生かすために、再度群桐グループでご活躍いた

だくための制度です。 

 

 

 

コミュニケーションの活性 

  群桐グループでは年に 1 回、㈱群桐産業と㈱エコ

ロジスタの全社員で、研修旅行と称した社員旅行を

行っています。この社員旅行は正社員のみならず

パート社員や試用期間中の見習い社員も対象とし

ており、普段あまり交流の無いグループ会社間での

コミュニケーションの活性に繋がっています。また、

宴会の席で永年勤続表彰がされるため対象者・非

対象者問わず、より一層今後の仕事に対するモチ

ベーションアップに繋がっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新卒者採用 

㈱群桐産業では今年度から本格的に新卒者の

採用に力を入れており、各所で開催されている合同

企業説明会に積極的に参加しています。また、会社

独自の面接説明会も開催して、新卒者の採用に余

念がありません。4 月には1 人が採用となり、若い人

材が社内に新しい風を運んでいます。 

東洋大学板倉キャンパスでの合同企業説明会。 
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健康診断 

群桐グループでは年に 1 回（焼却プラント作業員は

年 2 回）、社員を対象とした健康診断が実施されます。

また、会社負担でインフルエンザの予防接種を受ける

ことができます。これにより社員の健康管理の一助と

ともに、病欠者による作業効率の低下を予防すること

ができます。 

 

健康管理推進 

 群桐グループでは社員の健康と安全のために労働

時間管理の徹底と適切な有給休暇の取得を推進して

います。特に現場の作業スタッフ（焼却プラント作業

員、ドライバー）においては、作業の合間に適切な休

憩と水分補給（特に夏場）を推奨しています。 

  

 

 

車両整備・点検 

  ㈱エコロジスタに併設されている大駐車場には㈱群 

桐産業の車両が保管されていて、ドライバーは毎朝こ

こから出発していきます。車両は安全、安心に向けて

日々点検整備しており、出発前の始業点検も徹底して

います。各自が車両の入念なチェックを行うことによ

り、車両故障の早期発見ができ途中故障を防ぐ事が

出来ます。 
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社 員 の健 康 と安 全  

 

オフィスの禁煙化 

 ㈱群桐産業では社員の健康の一助として、予ねて

より要望の多かった「オフィスの禁煙化」を施行いた

しました。弊社では愛煙家も多い為、オフィス外に喫

煙スペースを作り分煙を図っています。また、応接

スペースからも灰皿が消え、来社いただいたお客様

にもご協力いただいております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

車両管理 

廃棄物の収集運搬も行う㈱群桐産業では、全て

の車両にドライブレコーダーを搭載し、社員の安全

管理に努めています。特に廃油回収車両において

は回収作業の管理と能率の向上を目的として GPS

も搭載しており、リアルタイムでの監視が行われて

います。これらの装備は車両の管理と同時に、ドラ

イバーの無理な運転を抑制する狙いもあります。 

 

安全の観点からの車両管理 

社員の健康管理 

特
徴
的
な
赤
い
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
。
他
に
も

様
々
な
車
両
を
所
有
し
て
お
り
、
い
ず
れ

も
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
標
準
装
備
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禁
煙
と
な
っ
た
㈱
群
桐
産
業
の
事
務
所
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敷地面積 5,180 ㎡の広々とした大駐車場。約 60 台の車両が保管され
ており、整備場や洗車場も備えている。 



 

 

 

 

●再生重油販売量 

「循環型社会に適合し、資源 

保護に配慮した製品の提供」 

として、廃油の燃料化を推進 

しています。これにより新た 

な化石燃料の使用を削減でき 

るとして省資源に貢献してい 

ます。 

 11 年から 12 年度にかけて 

は、新規に立ち上げた「焼却 

溶融施設」の稼働により再生 

重油の自家消費量が増加しま 

したが、徐々に燃料消費を抑 

えることができるようになり、ほとんど消費されなくなりました。よって 13 年度の目標に対しては、こ

れまで取り組んできた“廃油の効率的な回収サービス”及び“原料（廃油）の確保に向けた営業活動”

を継続して推進することで、達成できると見込んでいます。 

 

 

●CO2 排出量削減 

「地球温暖化（気候変動）防 

止活動」として売上高 CO₂ 

原単位排出量の削減に努めて 

います。 

 13 年度目標に向けての 3 

年計画に対する推移ですが、 

11 年度からの新規施設の稼働 

による売上高の実績値は、ほ 

ぼ見込みどおりとなりました 

が、グループ全体のエネルギ 

―消費については予測を外れ 

ました。施設の稼働状況に大 

きな変動があったことに起因します。結果として目標を大幅にクリアしていることは事実ですが、今後

の目標の設定について見直す予定があることから、13 年度に施設が安定稼働することにより、基礎とな

る数値が得られると考えます。 

 

 

環 境 目 標 とその実 績 1 

7 

環 境 目 標 とその実 績 1 

10-12 年 再生重油販売量（KL） 

10-12 年 売上高 CO2 原単位（t-CO2/百万円） 

18,137     17,488     17,834     18,681 

4.352      3.416      1.858      5.005 



 

 

 

 

●廃棄物焼却量 

 循環型社会を目指す事業活 

動として、当グループでは廃 

棄物の焼却処理後の残渣物（ 

燃え殻等）を埋立処分せずに 

溶融処理することで建設資材 

等として利用できるようにし 

ています。 

 特に処理困難廃棄物（医療 

系廃棄物や焼却灰等）の処理 

量増加に努めています。 

11 年から新規に立ち上げた 

「焼却溶融施設」の順調な稼 

動により 13 年度の目標値に対してかなり近い実績で推移していますが、今後も引き続き処理施設の安定

稼働に努め、廃棄物を排出されるお客様に対して「安心・安全」を提供するとともに、目標達成に向け

てより一層努力します。 

 

 

●水の使用量削減 

 エネルギーの効率的利用（ 

省エネ）として、売上高原単 

位で水（上水のみ対象）の使 

用量の削減に努めています。 

 13 年度目標値に対して 11 

年度以降の実績では達成して 

いますが、13 年度は当グルー 

プが所有する施設の稼働率の 

向上が見込まれていることか 

ら、水の使用量は必然的に増 

加します。これに対応する取 

組みとして雨水利用がありま 

すが、その効果は降雨量と日数に依存する為、不確定要素となります。よって、稼働率の向上に伴う売

上高の増加を効率良く推進し実現する必要があります。また新たな取り組みについて検討を継続します。 
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環 境 目 標 とその実 績 2 

10-12 年 水使用量売上高原単位（t/百万円） 

10-12 年 廃棄物焼却量（t） 

20.74     10.5      8.25      10.37 

25,214     54,725     52,571     54,968 



 

 

 

 

 群桐グループでは、周辺環境への影響を常に把握するためダイオキシン類やばい煙などの測定を行い、

その結果をホームページで常時公開しています。 

 

 

 

●大気環境測定結果（直近値） 

 1.ダイオキシン類 

 

  対象施設：㈱群桐産業 焼却施設 

 

 

 

 

 

  対象施設：㈱エコロジスタ 焼却溶融施設 

 

 

 

 

 

 2.ばい煙（ばいじん、硫黄酸化物、窒素酸化物、塩化水素） 

 

  対象施設：㈱群桐産業 焼却施設   

 

 

 

 

 

 

 

  対象施設：㈱エコロジスタ 焼却溶融施設 
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大 気 環 境 測 定 結 果  

資料採取日：2012.9.11　証明書発行日：2012.11.14

項目 測定結果 基準値 自主基準

排ガス 　　　 2.1 ng-TEQ/m3N 5 ng-TEQ/m3N 4.0

焼却灰（燃え殻） 　　0.023 ng-TEQ/g 　　　3 ng-TEQ/g 2.4

飛灰（ばいじん） 1.1 ng-TEQ/g 　　　3 ng-TEQ/g 2.4

　　　資料採取日：2012.9.11 　　　資料採取日：2013.3.5

計量証明発行日：2012.9.19 計量証明発行日：2013.3.13

ばいじん濃度 0.003 g/m3 0.001 g/m3 0.15g/m3 0.12

硫黄酸化物量（K値） 　　　　　0.12 m3/h 　　　　0.078 m3/h 8.0m3/h 6.4

窒素酸化物換算濃度 　　　　　　37 ppm 　　　　　　35 ppm 250ppm 200

塩化水素換算濃度 　　　　　　63 mg/m3 　　　　　　64 mg/m3 700mg/m3 560

測定結果

基準値 自主基準項目

資料採取日：2012.6.20　証明書発行日：2012.9.20

項目 測定結果 基準値 自主基準

排ガス 　　0.094 ng-TEQ/m3N 0.1 ng-TEQ/m3N 0.1

焼却灰（燃え殻） 　0.0019 ng-TEQ/g 　　　3 ng-TEQ/g 2.4

飛灰（ばいじん） 1.3 ng-TEQ/g 　　　3 ng-TEQ/g 2.4

　　　資料採取日：2013.2.22 　　　資料採取日：2013.4.4

計量証明発行日：2013.3.5 計量証明発行日：2013.4.10

ばいじん濃度 0.001 g/m3 0.001 g/m3 0.04g/m3 0.02

硫黄酸化物量（K値） 　　　　　0.22 m3/h 　　　　　0.19 m3/h 17.5m3/h 6.0

窒素酸化物換算濃度 　　　　　　37 ppm 　　　　　　97 ppm 250ppm 150

塩化水素換算濃度 　　　　　　41 mg/m3 　　　　　　49 mg/m3 700mg/m3 150

項目

測定結果

基準値 自主基準



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結核予防会（JATA）への寄付 

 財団法人群馬県健康づくり財団様を通して公益財

団法人結核予防会（JATA）へ寄付をいたしました。

JATA へ寄せられた募金は、途上国の結核対策及

び結核予防の活動や教育資材の作成、調査研究

や胸部検診機器の整備に使われています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ごみ処理施設部会様視察 

2013 年 1 月 23 日、㈱エコロジスタにて群馬県一

般廃棄物処理施設等連絡協議会（ごみ処理施設部

会）様による工場見学を実施しました。廃棄物がど

のようにリサイクルされていくかをオープンにするこ

とによって、県内のごみ処理施設のリサイクル事業

に少しでも貢献できればと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

消防用広報車の寄贈 

  火災事故の予防啓発などに活用していただき、地

域住民の方が安心して暮らしていける町づくりに少

しでも役立てて欲しいという思いから、太田市消防

本部様へ広報車輛を寄贈しました（群桐産業・エコ

ロジスタより各 1 台ずつ）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

太田市サイエンスアカデミー様 

太田市は小学校高学年を対象に、科学に触れる

きっかけを提供することで興味や関心を高め、同市

の明日を担う人材の育成を図ることを目的としてア

カデミーを開講しています。今回は、リサイクルの現

場を学ぶ目的から群馬ハイブリッドクリーンセンター

（エコロジスタ）に 37 名の児童が見学に来ました。 
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地 域 社 会 への貢 献  

今年で 5 回目となる寄付。㈱群桐産業事務所にて感謝

状の贈呈（2013 年 1 月 17 日）。 

寄付・寄贈 

工場見学 対応（抜粋） 

寄付車輛受納式（2013 年 1 月 11 日）。車両は太田市

消防本部西部消防署と同西部消防署藪塚分署に配車
されました。 

人
工
砂
（
ス
ラ
グ
）が
出
来
上
が
る
過
程
を

間
近
で
見
学
す
る
児
童
た
ち
。
実
際
に
手

に
取
っ
て
感
触
を
確
か
め
た
り
も
。 

回
転
す
る
溶
融
炉
に
て
。
真
冬
で
あ
り
な

が
ら
熱
気
に
包
ま
れ
る
中
、
真
剣
な
表
情

で
説
明
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。 
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環 境 への主 な取 り組 み  

 

エコキャップからポリオワクチン 

 群桐グループでは、毎年ペットボトルのキャップを

「エコキャップ推進協会」へ送っています。これをエコ

キャップ推進協会が再資源化業者へ売却し、その

収益がワクチン購入資金として「JCV（世界の子供

にワクチンを日本委員会）」に寄付されます。当社社

員をはじめ、賛同いただき協力して下さった皆様に

は心より感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ソーラーパネル導入 

太陽光発電の推進を掲げる太田市に倣い、㈱エ

コロジスタでは事務所と倉庫の屋根にソーラーパネ

ルを設置いたしました。太田市では年間を通して日

照時間が多く、太陽の恵みを豊富に享受できます。

まだまだ数は少ないですが、これからも面積を増や

していく予定です。 

 

 

 

緑のカーテン 

  今年度から始めた「緑のカーテン」。おなじみの

ゴーヤだけでなく、ミニトマトやキュウリなど色々な

野菜でカーテンを作りました。このおかげで日差し

が強い夏場でもエアコンの温度をあまり下げずに使

用することができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会社周辺美化活動実施 

㈱群桐産業と㈱エコロジスタでは、年 2 回「会社

周辺美化活動」と称してごみ拾いを行っております。 

大量のエコキャップ。約 800 個でワクチン 1 人分が 

購入できる。 

真
夏
の
暑
い
日
差
し
を
防
い
で
く
れ
る
緑

の
カ
ー
テ
ン
。
見
た
目
に
も
涼
し
そ
う
で

す
。 

収穫した野菜はスタッフが自由に持ち帰ったり、お客様におすそ
分けしたりとさまざま。 

事務所屋根上のソーラーパネル。効率の良いエネル
ギーの利用が期待できる。 

二
月
の
寒
い
朝
。
こ
の
日
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

や
空
き
缶
な
ど
が
た
く
さ
ん
捨
て
ら
れ
て

い
ま
し
た
。 
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安 全 対 策  

 

避難誘導及び消火訓練 

 群桐グループでは年に 1 回、有事に備え避難誘導

及び消火訓練を実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全教育 

㈱群桐産業では月に約 2 回（土曜営業日）、業務

終了後社員全員で DVD 視聴等による安全教育を

行っています。これは日頃から安全に対して意識を

高め、事故を未然に防ぐ狙いがあります。 

 

 

 

火災防止設備（群桐産業） 

  火災事故の防止策として、4 月に火災防止設備が

増設されました。可燃物の保管・移し替え作業場所

に「防火壁」、廃棄物投入機付近および制御室脇に

「自動泡消火設備」がそれぞれ設置され、広範囲に

わたる初期消火活動が容易になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各部署による避難状況確認及び放水訓練（2013 年 2 月 16 日）。 

二
月
の
寒
い
朝
。
こ
の
日
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

や
空
き
缶
な
ど
が
た
く
さ
ん
捨
て
ら
れ
て

い
ま
し
た
。 

㈱
エ
コ
ロ
ジ
ス
タ
で
の
避
難
訓
練
。
訓
練
で

も
ス
タ
ッ
フ
は
手
を
抜
き
ま
せ
ん
。 

可燃物の保管並びに移し替え作業場所に設置された
防火壁。高い防火効果が期待できます。 

5月31日に太田市消防本部様による

群桐グループ合同の安全教育講習会を

開催しました。 

5月31日を『群桐グループ防災の日』

と制定し、今後ともなお一層の安全かつ

安定操業に努めていきたいと思います。 

防災の日 

㈱
群
桐
産
業 

大
会
議
室
に
て
。
ス
タ
ッ
フ

一
同
真
剣
な
眼
差
し
で
視
聴
し
て
い
ま

す
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロータリーキルン（溶融炉） 

 群馬ハイブリッドクリーンセンター最大の特徴であ

る焼却溶融。廃棄物を焼却すると同時に、燃え殻か

ら人工砂（スラグ）を作り出す混焼炉がロータリーキ

ルンです。炉の内部は約 1,300℃となっており、高温

処理をすることで廃棄物を無害化するその技術は

全国でも屈指とされています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スラグ加工設備 

ロータリーキルンで焼却溶融されたスラグ等は人

工砂の原材料として、構内のスラグ加工設備に運

ばれます。ここでは 2 度にわたり磁選機で鉄成分を

回収し、大きいものは破砕機にかけられるなどして

粒を揃えられ最終的には砂状のスラグになります。

その後コンベアで製品スラグ置き場に運ばれ、砂の

代替品等として使用されます。 

 

 

 

 

 

 

 

遠心分離機 

  廃油リサイクル施設では、廃油を処理し再生重油

（燃料油）を精製します。その際に使用されるのが主

に遠心分離器で、スクリーンで粗ゴミや細かいゴミを

除去した後に水分と油を分離させます。その後水分

除去装置にかけられ、製品保管タンクに保管されま

す。こうして精製されたリサイクル油は製鉄工場や

セメント工場等に販売すると共に、焼却溶融施設で

補助燃料として利活用されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分析棟 

お客様からお預りした廃棄物のサンプルを分析

し、処理可能かどうか判断するのが分析棟にいる環

境計量士です。また、ここでは出来上がったスラグ

の含有試験や溶出試験も行っており、出荷前に安

全性のチェックがなされます。 

13 

施 設 ・設 備 紹 介  

巨大なロータリーキルン。温度調整の放水を受け、周囲には
常に水蒸気が上がっており熱気が辺りを包んでいます。 

4 基ある遠心分離機。廃油に混ざっているゴミや汚泥は、
この段階で除去されます。 

この加工設備では、年間 12,000t もの人工砂（スラグ）が生
産されています。 

理科室のような分析室。隣の部屋には蛍光 X 線分析装置や
ガスクロマトグラフ、分光光度計等分析に必要なあらゆる装

置が所狭しと置かれています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人工砂「エコスラグ」の有効活用 

現在は、人工砂を路盤材の原料として使用してお

り、2013 年よりコンクリート二次製品の骨材としても

商品化されます。 
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おわりに  

今後の展開 

環境管理責任者より 

2013 年 5 月 16 日、㈱エコロジスタにて群馬県新技術工業会による
講演会『溶融スラグの有効性とその周辺技術』が開催されました。 

訪れたお客様はスラグを使用したコンクリート二次製品の試作品
を見学されていきました。 

群桐グループは、産業廃棄物処理業者としてこれからも社会に貢献し続けていくことを目指しま

す。また、更に新しい処理施設を計画中で、より環境に優しい処理方法を追求していく所存でご

ざいます。 

 

2012 年度は、施設稼働状況の変動等が事業活動全般に影響を及ぼしました。施設の維持管理にお

いて、ヒューマンエラー防止の為の取り組みの重要性を再認識することになりましたが、設備にお

ける対策には限界があることも事実です。教育訓練を実施すると同時に従事者の力量を正しく見極

めて適所に配置する必要があります。また安全に対する取り組みは無限にあるので、継続的に実施

するよう努力したいと考えます。 

 焼却溶融施設の運営に関しては順調に推移しています。今後もお客様からの信頼を得るとともに、

施設の付加価値を高め、また安全第一で安定操業を続けていきたいと考えます。 

 当グループの事業活動は、その全てが環境関連となるので、色々な取り組みによって業績を上げ

ることと同時に環境負荷を低減することができます。 

 今後については、環境影響評価方法や目的目標の設定の見直し等を実施し、グループ社員全員が

もっと身近に感じられるような EMS の構築を目指したいと考えております。 

環境管理責任者 山口 博 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔本社営業〕株式会社 群桐産業 
〒379-2301 群馬県太田市藪塚町 3201 
TEL：0277-78-2479 FAX：0277-78-5084 
URL http://www.grr.co.jp 
 
群馬ハイブリッドクリーンセンター 
〔施設管理〕株式会社 エコロジスタ 
〒370-0351 群馬県太田市新田大町600番26 
TEL：0276-55-0500 FAX：0276-55-0501 
URL http://www.grr.co.jp/ecologista/ 

群桐グループ 


